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京都市上下水道事業経営審議委員会の会議の公開に関する要領 

 

（趣旨） 

第１条 京都市上下水道事業経営審議委員会（以下「委員会」という。）の会議（以

下「会議」という。）の公開については，京都市市民参加推進条例第７条及び京都

市市民参加推進条例施行規則第３条に定めるもののほか，この要領の定めるところ

による。 

（会議の公開） 

第２条 会議は，原則として公開とする。 

２ 前項の規定にかかわらず，委員長は，会議を公開することにより非公開情報（京

都市情報公開条例第７条に規定する非公開情報をいう。以下同じ。）が公になると

認めるときは，会議の全部又は一部を公開しないことができる。 

（公開の方法等） 

第３条 会議の公開は，会議の傍聴を希望する者に，当該会議の傍聴を認めることに

より行う。 

２ 委員会は，会議を公開するときは，会議を傍聴する者（以下「傍聴者」とい

う。）の定員をあらかじめ定め，会議の会場に傍聴席を設けるものとする。 

（傍聴することができない者） 

第４条 次の各号のいずれかに該当する者は，会議を傍聴することができない。 

  棒，プラカード，つえ（疾病その他正当な理由がある場合を除く。）等人に危 

害を加えるおそれのある物を携帯している者 

  拡声器，鉢巻，腕章，たすき，ゼッケン，垂れ幕，のぼり，張り紙，ビラ等会 

議の進行を妨害するおそれのある物を着用し，又は携帯している者 

  酒気を帯びている者 

  その他会議の進行を妨害することを疑うに足りる顕著な事情が認められる者 

 

資料２



（傍聴者の守るべき事項） 

第５条 傍聴者は，職員の指示に従うとともに，次の各号に掲げる事項を守り，静穏

に傍聴しなければならない。 

  会議における発言に対して，拍手その他の方法により賛否を表明しないこと。 

   会議場において発言しないこと。 

  みだりに席を離れないこと。 

  飲食又は喫煙をしないこと。 

  携帯電話その他音の発生する機器の電源を切ること。 

  会議場において，撮影，録音その他これに類する行為をしないこと。ただし， 

委員長の許可を得た者は，この限りでない。 

  前各号に定めるもののほか，会議の進行の妨げとなり，又は他の傍聴者の迷 

惑になる行為をしないこと。 

（傍聴者の退場） 

第６条 傍聴者は，会議を公開しないこととする決定があったときは，速やかに退場

しなければならない。 

（違反に対する措置） 

第７条 委員長は，傍聴者がこの要領の規定に違反したときは，当該違反行為を制止

し，その命令に従わないときは，当該傍聴者を退場させることができる。 

（議事録等） 

第８条 委員会は，会議の終了後速やかに，議事録を作成しなければならない。 

２ 議事録及び会議の資料は，原則として公開する。 

３ 前項の規定にかかわらず，委員長は，次のいずれかに該当するときは，議事録又

は会議の資料の全部又は一部を公開しないことができる。 

  会議を公開しなかったとき。 

  議事録又は会議の資料を公開することにより，非公開情報が公になると認め 

るとき。 



４ 委員会は，前項の規定により議事録の全部又は一部を公開しないこととするとき

は，議事要旨を作成し，公開するものとする。 

５ 議事録には，委員会において定めた２人の出席委員が署名しなければならない。 

附 則 

この要領は，平成２５年７月１日から実施する。 
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平成２６年度の重点課題について（平成２５年度第４回委員会での意見対応） 

 

平成２５年度の第４回委員会で委員の皆様に，以下のようなご意見をいただ

いたことを踏まえ，より分かりやすくなるよう資料を修正いたしました。 

 

意見① 

重点項目③「環境対策の充実」の中で，太陽光発電が一番に挙がるのはいかが

なものかと思う。環境対策の中には，下水の高度処理の推進や合流式下水道の改

善があり，中期経営プランでは，合流式下水道改善率を３９．０％から６６．２％

にするなど，かなり大きな事業を進めることとなっている。平成２６年度の事業

では太陽光発電が一番大きな事業なのかもしれないが，上下水道局の本来事業で

ある，水をきれいにすることをアピールポイントとする方が，環境対策の充実に

値すると思うがどうか。 

 

【意見に対する対応】 

環境対策の充実における重点取組については，太陽光発電から合流式下水道

の改善に変更 

 

 

意見② 

重点項目④「お客さま満足度の向上」で，営業所庁舎の整備が挙げられてい

るが，なぜ営業所の数が減ることがお客さま満足度の向上につながるのか，説

明いただきたい。説明いただくとわかりやすいが，今回の資料は，営業所機能

の強化についての記述が不足しているため，単に営業所の数が減るだけである

かのように感じてしまう。 

 

【意見に対する対応】 

お客さまが利用しやすい窓口づくりとして，「老朽化した営業所庁舎の建替え

を行い，上下水道の総合窓口として地域に根差した市民サービスの向上，防災

機能の強化を図る」というプラン策定の趣旨を記載し，行程内容も営業所の建

て替えに変更 

 

 

その他 

  資料として分かりやすくなるようにプラン策定の基本的な考え方を付け加

えるなど，表現について全体的に修正 

  

資料３
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１ 中期経営プラン（2013-2017）の年次計画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

２ 平成 26 年度事業計画 

 平成 26 年度は，老朽化した配水管の更新率を，中期経営プラン（2013-2017）に基づ

き，大都市平均と同程度の 0.9％に引き上げ，漏水時に断水等の影響が大きい口径 200mm

以上の配水管のうち，老朽化が著しい管路，過去に漏水が生じた危険性の高い管路，代

替機能のない管路などを優先して，耐震性の高い「高機能ダクタイル鋳鉄管」へ布設替

えを実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

  

重点項目 ① 改築更新の推進 

平成 26 年度
事業名 

老朽化した水道管の更新の促進 

項   目 平成 24 年度決算 平成 25 年度予算 平成 26 年度予算 

事 業 費 4,465,458 千円 6,748,000 千円 5,820,000 千円 

配水管布設替え延長 15.4 ㎞ 20.1km 22.2km 

補助配水管布設替え延長 7.0 ㎞ 8.0km 8.0km 

配 水 管 更 新 率  0.6％ 0.8％ 0.9％ 

平成 26 年度の重点課題について 

平成２５年度 ２８年度 ２９年度

・配水管布設替工
事の実施20km

（洛西地域におけ
る腐食対策分

5.7kmを含む）

・配水管布設替工
事の実施

28km

・配水管布設替工
事の実施

30km

・補助配水管布設

替工事の実施
8km

・補助配水管布設

替工事の実施
8km

・補助配水管布設

替工事の実施
8km

・補助配水管布設

替工事の実施
8km

・補助配水管布設

替工事の実施
8km

・配水管布設替工
事の実施

21km

・配水管布設替工
事の実施

26km

２４年度末見込み 2 ９ 年 度 目 標 水 準

・配水管更新率　0.5 ％（20～24年度の5箇年の平

均値）
・配水管更新率　1.2 ％

２６年度 ２７年度

年次計画

急増する老朽化した水道管路に対し，水道マッピングシステムやアセットマネジメントシステム
を活用して，これまで計画的に実施してきた高機能ダクタイル鋳鉄管への布設替えを加速させ，水
道水を安定的に供給します。

Ⅲ-１-① 水道配水管の更新の推進
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重点項目 ② 災害対策の強化 

平成 26 年度
事業名 

浸水対策に係る雨水幹線等の整備 

   

１ 中期経営プラン（2013-2017）の年次計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 平成 26 年度事業計画 

平成 26 年度は，浸水被害の低減のため，地下街等の地下施設が集積する京都駅周辺

地区，山科駅周辺地区で，塩小路幹線及び山科三条雨水幹線の整備を継続するとともに，

阪急桂駅東側地域（新川流域）において，河川改修にあわせ，新川６号幹線の整備に着

手する。 

特に，京都駅周辺地区は交通・商業・業務の拠点として，地下鉄駅や地下街及びそれ

に接続した地下を有するビルなど地下空間の利用が高度に発達しており，浸水安全度の

向上を図ることが緊急の課題であるため，塩小路幹線の整備を引き続き実施する（事業

期間：平成２４年度から平成２８年度）。 

 

  

項   目 平成 24 年度決算 平成 25 年度予算 平成 26 年度予算 

事 業 費 1,769,857 千円 3,331,000 千円 4,028,000 千円 

雨水整備率 19.5％ 20.1％ 20.1％ 

参考 塩小路幹線位置図 

平成２５年度 ２８年度 ２９年度

・京都駅周辺地区

における塩小路幹
線の整備工事実施

・京都駅周辺地区

における塩小路幹
線の整備工事完了

2 ９ 年 度 目 標 水 準

・雨水整備率(10年確率降雨対応)

   19.5%

・雨水整備率(10年確率降雨対応)

　28.0%

京都駅や山科駅周辺等の地下街等の地下施設が集積する浸水の危険性が高い地区における雨水幹
線の整備を行い，浸水被害を軽減します。

２７年度

⇒
年次計画 ・京都駅周辺地区

における塩小路幹
線の整備工事実施

２６年度

２４年度末見込み

Ⅰ-４-① 地下街等を有する地区の浸水対策
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重点項目 ③ 環境対策の充実 

平成 26 年度 
事業名 

合流式下水道の改善 

   

１ 中期経営プラン（2013-2017）の年次計画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 平成 26 年度事業計画 

降雨時に合流式下水道から市内河川に流出する汚水の混じった雨水やごみ等を削減

するため，平成 26 年度は，深草地域における砂川雨水滞水池や朱雀地域における朱雀

北幹線の整備等を引き続き実施する。 

 

 

 

 

 

 

項   目 平成 24 年度決算 平成 25 年度予算 平成 26 年度予算 

事 業 費 2,668,409 千円 2,801,000 千円 2,561,000 千円

合流式下水道改善率 39.0％ 40.0％ 43.5％ 

平成２５年度 ２８年度 ２９年度

・西部山ノ内地域

における七条西幹

線の整備工事実施

・河原町北部地域

における七条東幹

線の整備工事実施

・砂川雨水滞水池

の整備工事実施

・朱雀地域におけ
る朱雀北幹線の整

備工事実施

⇒
・朱雀地域におけ
る朱雀北幹線の整

備工事完了

・伏見北部地域に

おける津知橋幹線

の整備工事着手

・伏見北部地域に

おける津知橋幹線

の整備工事実施

・朱雀地域におけ
る朱雀北幹線の整
備工事実施

２７年度

・西部山ノ内地域

における七条西幹

線の整備工事実施

・西部山ノ内地域

における七条西幹

線の整備工事完了

・河原町北部地域

における七条東幹
線の整備工事実施

・河原町北部地域

における七条東幹
線の整備工事完了

・砂川雨水滞水池

の整備工事実施

・砂川雨水滞水池

の整備工事完了

降雨時に合流式下水道から市内河川に流出する汚水の混じった雨水やごみ等を削減するため，貯
留幹線の整備等を進めることで，市内河川や下流水域の水環境の保全に取り組みます。

２４年度末見込み 2 ９ 年 度 目 標 水 準

・合流式下水道改善率　39.0%

・合流式下水道改善率　66.2%

・七条西幹線の完成・運用

・七条東幹線の完成・運用

・砂川雨水滞水池の完成・運用

年次計画

２６年度

Ⅱ-２-① 貯留幹線等の整備
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重点項目 ④ お客さま満足度の向上 

平成 26 年度
事業名 

営業所庁舎の整備 

   

１ 中期経営プラン（2013-2017）の年次計画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２ 平成 26 年度事業計画 

平成 26 年度は，南部営業所（仮称）の建設工事に着手するとともに，西部営業所（仮

称）の設計を行う。 

 

 

 

 

 

  

項   目 平成 24 年度決算 平成 25 年度予算 平成 26 年度予算 

事 業 費 0 千円 
419,570 千円

（土地購入費及び設計費）

761,400 千円

（工事費及び設計費等）

平成２５年度 ２８年度 ２９年度

・南部営業所（仮

称）（伏見・九条

営業所担当区域）

用地取得，建替準

備

・西部営業所（仮

称）（右京・西京

営業所担当区域）

建替準備

⇒
・西部営業所（仮

称）完成・開所

・西部営業所（仮

称）（右京・西京

営業所担当区域）

建替準備

・西部営業所（仮

称）建替え

２４年度末見込み 2 ９ 年 度 目 標 水 準

・伏見営業所建替え用地準備，設計等
・南部営業所（仮称）の建替完了・開所

・西部営業所（仮称）の建替完了・開所

年次計画

２６年度 ２７年度

・南部営業所（仮

称）建替え

・南部営業所（仮

称）完成・開所

　老朽化した営業所庁舎の建替えを行い，上下水道の総合窓口として，地域に根差した市民サービス
の向上，防災機能の強化を図ります。

Ⅳ-１-② お客さまが利用しやすい窓口づくりⅣ-１-② お客さまが利用しやすい窓口づくり

 ○営業所の再編

27年度 28年度 29年度 30年度以降

西京

九条

伏見

東山

山科

左京

営業所

北

丸太町

右京 西部営業所

（仮称）

北部営業所

（仮称） 北部営業所

（仮称）

南部営業所

（仮称）

東部営業所

（仮称）
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重点項目 ⑤ 経営基盤の強化 

平成 26 年度
事業名 

保有資産の有効活用 

   

１ 中期経営プラン（2013-2017）の年次計画 

 
 
 
 
 
 
 
 

２ 平成 26 年度事業計画 

 平成 26 年度は，新たに，旧山ノ内浄水場南側用地に係る学校法人京都学園からの土

地の賃貸料収入（平成 26 年 10 月から平成 27年 3月までの賃貸料）を見込んでいる。 

なお，中期経営プラン（2013-2017）において，9つの営業所を 5 つに再編するなど，

「第 5 期効率化推進計画」による組織の再編にあわせて生じる庁舎などの新たに活用で

きる資産の売却や有償貸付などによる有効活用を進める。 

 

 ＜学校法人京都学園との賃貸借契約の概要＞ 

・契約日  平成２５年４月１日 

・契約   一般定期借地権設定契約 

・契約期間 平成２５年４月１日から平成８５年３月３１日まで 

・年間の賃貸料 １億６，２８０万円（※） 

・所在地 右京区山ノ内五反田町１８番地ほか 

・面積  ３２，５７１．９１㎡ 

※ なお，既存施設の解体撤去に必要な期間は，賃貸料を無償とすることとしており，無

償期間は，契約の始期である平成２５年４月から平成２６年９月までの１年６箇月間で

ある。 

 

＜局が保有する土地の状況 （平成２６年４月末現在）＞ 

用  地 保有面積（㎡） うち検討対象の未利用地（㎡）

水道用地 762,853.43 50.23

運河用地 585,848.75 3,324.90

下水道用地 789,384.59 6,036.19

合  計 2,138,086.77  9,411.32

 

（増収１億円）

平成２５年度 ２８年度 ２９年度

・未利用地等の売

却，有償貸付の推

進

⇒ ⇒
年次計画

有効活用可能な資産の活用方法を検討し，未利用地等の売却や有償貸付，広告掲示等を推進しま
す。また，資金需要を的確に把握し，効率的な資金運用を実施します。

2 ９ 年 度 目 標 水 準

２７年度

・未利用地等の売却，運用を実施 ・未利用地等の売却，運用を継続して実施

⇒

２４年度末見込み

・未利用地等の売

却，有償貸付の推

進

２６年度

Ⅴ-２-③ 保有資産の有効活用



資料４











 














